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研究成果の概要（和文）： 
アイデンティティとは自分が変化しても同一であると自覚しそれが社会の定義と合ってい
るとする感覚をいう。このようなアイデンティティがどのように構築されていくのかを時
間的展望の視点から検討した。時間的展望とは過去・現在・未来に対する見解の総体をい
う。青年期から成人期にかけての縦断研究の結果、未来指向がアイデンティティ形成を促
すことを見いだした。今後も縦断研究を継続し中年期の検討も求められる。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Identity is described as awareness of selfsameness and continuity of one’s meaning, 
which he or she feels as defined by society. This study examines how we construct 
identity in terms of time perspective. Time perspective refers to integration of the past, 
the present, and the future. The longitudinal research showed that future orientation 
might cause identity development in transition into adulthood. Further longitudinal 
research in middle age should be taken. 
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１．研究開始当初の背景 
(1)研究代表者は 17 年間にも及ぶ縦断研究を
アイデンティティと時間的展望の分野で行
ってきた。そのさらなる分析と調査の継続が
求められていた。 
(2) 研究代表者は変容確認法という新しい研
究方法を開発した。これは縦断研究の新しい

手法を開くものとして期待されていた。 
(3) 研究代表者は他の研究者との共同研究の
中で 8,000 名を越える 20 代から 30 代の人た
ちのキャリア発達を時間的展望の視点から
検討した。その結果、横断的なすじみちにつ
いての示唆が得られ、それを縦断的に検討す
ることが求められていた。 
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２．研究の目的 
アイデンティティ構築のメカニズムを時間
的展望という視点から解明する。 
 
３．研究の方法 
(1)縦断データの収集を継続した。それを使
って以前に収集したデータと併せて分析し
た。 
(2)収集したデータから個人の物語を作成
し個人にフィードバックすることにより、
個人の気づきをもたらし、それを分析した。 
 
４．研究成果 
(1)縦断データを潜在成長曲線モデルによ
って分析した。その結果、20代は将来に目
標を持ち満足を遅延していくことが傾倒も
探求も高めていくことが示された。言い換
えれば、20代は未来指向がアイデンティテ
ィ形成を促進することが明らかになった。
アイデンティティは青年期に確立され、20
代は安定期と言われ、アイデンティティの
形成は背後に隠れると考えられてきたが、
必ずしもそうではないことが示された。 
(2) 収集したデータを分析し、個人ごとに
変化を一目でわかるものを作成し、個人に
フィードバックした。そこでの気づきを求
めた結果、気づきは前向きに捉えられてい
ることがわかった。ただし、その気づきの
内容がアイデンティティの構成とどのよう
に関連するのかは今後の研究課題とされた。 
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